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教育委員会からのおしらせ

期　日：平成23年８月３日（水）～17日（水）
会　場：下諏訪総合文化センター　展示コーナー
内　容：  
　　・広島原爆資料館から借用した絵の展示及びビデオの視聴
　　・町内中学生の平和教育体験研修(広島県)の写真展示
　　・東日本大震災・長野県北部震災の被害状況写真の展示
　　　私たちの生活を見直し、いざというときにはどうしたらよいか、考えましょう。

日　時：８月20日（土）　午前７時 総合文化センター前出発（貸切バスで移動）
定　員：80名（町内在住の方を優先します）　
参加費：500円（保険料・資料代等）
内　容：車山肩～物見石～八島ヶ原湿原のルートを、自然保護指導員・自然解説員の説明を
　　　　聞きながらトレッキングします。
申込み：参加費を添えて、８月10 日（水）までに直接下記窓口へお越しください。
問合せ：下諏訪町教育委員会／生涯学習係（文化センター内）☎27-1111（内線718）
　　　　下諏訪町産業振興課／商工観光係（町庁舎２階）　　☎27-1111（内線272）
　　　　下諏訪観光振興局（儀象堂内）　　　　　　　　　　☎26-2102
　　　※詳しい内容については、班回覧のチラシをご覧ください。

車山肩～八島ケ原高層湿原 自然観察会 にご参加ください

公民館特別事業

演　題：下諏訪の文学＜五＞　　「和田峠」を舞台とした文学　　
講　師：島木赤彦研究会長　小口　明　
日　時：８月７日（日）　午後１時30分～午後３時　　　　　　
会　場： 文化センター集会室　

町民大学　―下諏訪を学ぶ ③―

　中山道随一の長くけわしい峠道「和田峠」は往来した人々はもとより、周辺住民のく
らしの舞台、歴史に残る事件もいくつかあり、さまざまな文学作品に題材を提供。ちょ
っと探しただけでも、藤村・今井邦子・吉川英治・宇野浩二・新田次郎・吉村昭など、
かなりの作家が作品舞台としている。五年次の今年は、こんな角度から下諏訪の文学を
楽しみたい。

(講師コメント)　
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「みんなの願いはただひとつ」
特別展　　　～いっしょに考えてみませんか～
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